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2017 年 4 月のアジア選手権で中国トップ選手 3 人を
破った平野美宇，2018 年の 6 月のジャパンオープンで同
じく中国トップ選手を数名破り優勝した女子の伊藤美誠，
男子の張本智和など，卓球では日本の 10 代の若手が世界
で活躍している．日本は，1950 年 ～ 60 年代には世界の
トップとして活躍したが，70 年代に中国が文化大革命に
よる欠場から復帰すると長い低迷時期に入った．その後，
福原愛の出現により人気が回復し，2000 年ごろからは日
本卓球協会が主導した小学生の育成が始まり，その成果が
近年の若手選手の活躍につながっている．
しかしながら，裾野が広がっただけで前記の 3 人が世
界で活躍できている訳ではなく，理由は別にある．その秘
密は彼らの打法にある．中国卓球では「弧線の理論」と
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る．中国では相手国のライバル選手のコピー選手を育成し
て練習相手として自国代表選手の強化をする，という伝統


